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企業のブラ ンチがビジネス活動の中心と し て台頭し たこ とによ り、課題と機会の両方が IT 企
業にもたら されま し た。 今日、 企業のリ ソースの 70% 以上はブラ ンチ オフ ィ スに存在し1、

全従業員の 1/3 以上がリ モー ト  サイ ト で働いています2。 ブ ラ ンチが 「 ミ ニ本社」 に進化す

るにつれ、 意思決定の局地化が進んでいます。 このよ う な状況で生産性を高めるために、 ブ

ラ ンチの従業員は、 地理的環境や組織のサイズにと らわれない、 一貫し たアプ リ ケーシ ョ ン

およびエン ド ユーザ エクスペリ エンスを求めています。 またブ ラ ンチの従業員は、 本社に匹

敵するサービスの統一性および一貫性も求めています。 これらの目的を果たすには、 信頼性

の高いネ ッ ト ワーク  イ ン フ ラス ト ラ クチャが必須です。

結果と し て、 今日のブラ ンチは 2 つの課題に直面し ています。 1 つは、 テ ク ノ ロジーを導入

し てコ ラボレーテ ィ ブなアプ リ ケーシ ョ ンを提供する こ と です。 も う  1 つは、 第 1 の課題を

克服しつつ、 コ ス ト 要因、 すなわち ROI （Return on Investment; 投資回収率） と  TCO （Total
Costs of Ownership; 総所有コス ト ） を重視する こ と です。 「エンパワー ド  ブ ラ ンチ」 とい う

概念は、 企業がネ ッ ト ワークに統合サービスを適用する こ とによ ってこれら  2 つの課題を克

服する方法を表す、 シスコのイニシアテ ィ ブです。 この方法を実践する こ とによ り、 シスコ

のお客様は、 自社のビジネス潜在能力を増幅し、 「クワ ッ ド  プレ イ」 （統合された音声、 ビデ

オ、 データ、 およびモビ リ テ ィ  アプ リ ケーシ ョ ン） 用に最適化された安全なコ ラボレーテ ィ

ブ アプ リ ケーシ ョ ンを促進する こ とができます。

3.ブ ラ ンチ ルータ における統合サービスの概念

典型的なブ ラ ンチの要件を考えてみます。 一般に、 CPE イ ン フ ラス ト ラ クチャ （特に CPE
ルータ） は、 この変更を実現し、 ブ ラ ンチの生産性と ビジネス効率を真の意味で強化する う

えで、 重要な役割を果た し ます。 最近の Yankee Group によるブラ ンチ調査による と、 回答

者の 60% 以上がルータ に統合されたサービスを望んでいます。 この調査では、 次の図に示

すよ う に、回答者がルーテ ィ ング プ ラ ッ ト フ ォームへの統合を最も望んでいる機能も挙げら

れています。

図 2 要望が多いルータ統合サービス と その主な利点

こ う し た要望の理由は明らかです。 サービス コ ンバージ ェ ンスは、 企業がビジネスを保護、

最適化、 および成長させるのに役立ちます。 実際、 調査の回答者は、 サポー ト 性、 優れたパ

フ ォーマンス、 運用コス ト の軽減、 および図 2 に示されているその他の要因と共に、 管理性

を最大の動機に挙げています。
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この結果は、 シスコがお客様から受け取り、 製品の設計に組み込んだフ ィ ー ドバッ ク と一致

し ています。 前述し た事項と、 シスコ独自の経験に基づき、 統合サービス と し て提供される

か、 独立し た機能と し て提供されるかに関係な く 、 少な く と も以下の顧客機能に対する要望

がある と推測する こ とができます。

• ルーテ ィ ング

• スイ ッ チング

• セキュア コネク テ ィ ビテ ィ ： 柔軟な VPN

• ハイ タ ッ チ セキュ リ テ ィ  サービス ： ステー ト フル フ ァ イアウォール、 IDS/IPS
（Intrusion Detection Service/Intrusion Prevention Service）、アンチ スプーフ ィ ング、

DDoS （Distributed Denial of Service） 攻撃の緩和、 ウイルス保護、 NAT （Network
Address Translation）、NAC（Network Admission Control）、URL フ ィ ルタ リ ングなど

• コ ラボレーテ ィ ブ アプ リ ケーシ ョ ン ： IP テレ フ ォニー、 音声と ビデオの統合、 ビ

デオ会議

• 帯域幅およびアプ リ ケーシ ョ ンの最適化 ： QoS （Quality of Service） 、 帯域幅、 お

よび WAN の最適化

• モビ リ テ ィ ： ワイヤレス アプ リ ケーシ ョ ン

3.1顧客宅内で統合サービスを提供するためのアプローチ

次に、 これらのサービスをお客様に提供するために使用できる、 さ まざまなオプシ ョ ンにつ

いて見てい く こ とにし ます。 その過程で、 これらのオプシ ョ ンの進化をたどる と共に、 今日

のネ ッ ト ワーク要件との関連についても考えます。

ご く 簡単なシナ リ オと し て、 「WAN ク ラウ ド」 を通じ て本社に接続された典型的なブ ラ ンチ

オフ ィ スを考えてみます。 話を簡単にするために、 WAN プロ ト コルや接続の手段について

は考えません。 また、 VPN （Virtual Private Ne twork） の要件を、 一般的な 「セキュ リ テ ィ

サービス」 のカテゴ リ に分類されるハイ タ ッ チ セキュ リ テ ィ  サービスの要件と考えます。こ

の方法を使用し、 さ まざまなアプローチを  3 つの異なる領域に分類する こ とができます。

図 3 CPE でのさ まざまな統合サービス アプローチ
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3.1.1 オーバーレ イ  モデル

典型的な 「オーバーレ イ」 ネ ッ ト ワーク  アーキテ クチャでは、 フ ァ イアウォール、 侵入検知

および防御、 仮想プラ イベー ト  ネ ッ ト ワーク、 音声機能、 ネ ッ ト ワーク監視などのサービス

は、 独立し たアプラ イアンスによ って提供されます。 し たがって単一のエン タープラ イズ ブ
ラ ンチ ネ ッ ト ワークで、 ルーテ ィ ング、 スイ ッ チング、 セキュ リ テ ィ 確保などの機能を実現

するために、 6 ～ 7 個の個別のデバイスを使用する場合があ り ます。 これは、 予算が制限さ

れているエン タープラ イズ IT 組織の大部分は、 これまで受身の姿勢で稼働し、ブ ラ ンチやリ

モー ト  サイ ト が追加されるたびに、 基本的な接続を確保する こ とに専念し てきたから です。

今日存在するレガシー ネ ッ ト ワークの多 く は、 オーバーレ イの 「ス ト リ ング モデル」 でま

とめて構築されています。 このモデルでは、デバイスは段階的な予算の割り当てに基づいて、

または特定の 「イ ンシデン ト 」 に対応し て、 CPE イ ン フ ラス ト ラ クチャに追加されます。 た

と えば、 DDoS 攻撃が発生する と ステー ト フル フ ァ イアウォールや侵入検知/防御アプ ラ イ

アンスが追加され、ウイルス感染が見つかる と アンチウイルス アプ リ ケーシ ョ ンが追加され

る と いった具合です。 同様に、 規制上の要件によ っ て暗号化が導入される こ と もあ り ます。

その結果、統合性が劣る個々のオーバーレ イ製品の異種混合マルチベンダー チ ェーンができ

あがり ます。

このモデルは、 最初の資本コス ト が低いとい う利点があ り ますが、 ネ ッ ト ワークが進化する

につれ、 スケーラ ビ リ テ ィ と統合の問題が深刻化し ます。 ト レーニング、 保証、 ソ フ ト ウ ェ

ア ロー ド、管理、 およびサポー ト  ニーズがマルチベンダー製品ご とに異なるため、 オーバー

レ イ モデルをネ ッ ト ワークの成長に合わせて拡大する こ とはできません。

3.1.2 疎結合統合モデル

このモデルは、 「中間的」 アプローチを提唱する ものであ り、 通常は第 1 世代製品を提供し

ている機器ベンダーや、 基本機能に追加サービスを後付けし よ う と し ている機器ベンダーに

よ って推進されます。セキュ リ テ ィ  サービスの提供に最適化されたアーキテ クチャ を改良し

てルーテ ィ ング サービスを追加し た り、 コ ラボレーテ ィ ブ アプ リ ケーシ ョ ンを追加し た り

する こ とは可能ですが、 そ う し た統合では、 非コア機能のパフ ォーマンスが標準以下にな り

がちです。

通常、 このモデルは、 1 つまたは 2 つのコア領域には長けている ものの、 幅広い領域には長

けていない個々の製品ベンダーによ っ て提供されます。 顧客ニーズの増大に伴い、 IP テ レ

フ ォ ニーや高度なルーテ ィ ングなどの追加の複雑な機能と、 アプ リ ケーシ ョ ン最適化機能

は、 疎結合のサー ドパーテ ィ 統合を通じ て追加されます。 このモデルは、 ある程度の技術的

な奥行き と広がり に対応し よ う と試みますが、 マルチベンダーの相互運用性の問題と マルチ

ボ ッ クスの管理性の問題によ り、 ネ ッ ト ワークが拡大するにつれて必要以上に複雑にな り ま

す。 また、 パフ ォーマンスも問題にな り ます。

3.1.3 イ ンテ リ ジ ェ ン ト な結合モデル

このモデルは、 柔軟なサービス統合を実現し、 新しいサービスやアプ リ ケーシ ョ ンの登場と

共に進化する機能を備えた特定用途向けプ ラ ッ ト フ ォームを提唱 し ます。 最大の違いは、

アーキテ クチャにあ り ます。 このモデルのアーキテ クチャは、 単一システム上の動的な仮想

サービス コ ンテキス ト を通じ て、密結合サービスをワイヤスピー ド で同時に提供するために

最適化されています。 これらの仮想サービス コ ンテキス ト は、 アーキテ クチャの最も基本的

な形態において、 同じ オペレーテ ィ ング システム、 メ モ リ、 およびプロセ ッサを利用し ま

す。 これらの仮想サービス コ ンテキス ト は、 サービス チ ェ ーン コ ンス ト ラ ク ト を利用し、

安全な コ ラボレーテ ィ ブ アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンテ リ ジ ェ ン ト に実現するよ う に微調整さ

れています。
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パフ ォーマンスや、 場合によ っ ては機能性のわずかな低下は、 スダン ド アロンの 「最善の」

デバイスに比べれば許容範囲です。 これは、 潜在的な短所を長所が大幅に上回るから です。

また、現世代の統合サービス デバイスはアプ リ ケーシ ョ ンのパフ ォーマンス と スケーラ ビ リ

テ ィ を高めるために組み込みのプロセ ッサとハー ド  ド ラ イブを利用し ているため、前述のよ

う な短所は打ち消されます。さ らに、さ まざまなサービスが 1 つのデバイスに含まれるため、

管理性、 ト レーニング、 サポー ト 、 およびソ フ ト ウ ェ ア ロー ドが大幅に簡素化されます。

図 4 に、 前述の 3 つのモデルの典型的動作の概念的な比較を示し ます。

図 4 サービス提供モデルの概念的な比較

イ ンテ リ ジ ェ ン ト に結合されたシステムは、オーバーレ イ  システムや疎結合システムに比べ

て、 同時サービスで高いスケーラ ビ リ テ ィ （およびパフ ォーマンス） を提供する こ とができ

ます。 長期的に見る と、 投資回収率はイ ンテ リ ジ ェ ン ト な結合システムが他のシステムよ り

もはるかに高 く な り ます。 これは運用コス ト が低 く 、 TCO がきわめて低いからです。 サービ

ス統合型ルータの最優先事項と し て挙げられている管理性も、 単一システムの方がはるかに

勝り ます。 オーバーレ イ  モデルでは、 構成、 プロビジ ョ ニング、 および ト ラブルシューテ ィ

ングの要件が複数存在するため、 リ ソースに大きな負担が強いられます。 一方、 疎結合シス

テムでも、サー ドパーテ ィ のア ド オンを使用し てコ ア サービスに欠けている機能を補い始め

る と、 同じ問題が発生し ます。 点 C は、 疎結合システムにおいて、 ベース プ ラ ッ ト フ ォー

ムの機能を補う ためにサー ドパーテ ィ の機能を統合し たこ と を主な理由と し て、 管理がマル

チボ ッ クス ソ リ ューシ ョ ン と化す変曲点を表し ます。
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シス コ では、 サービス統合型ルー タのポー ト フ ォ リ オを通じ た高度なアーキテ ク チ ャによ

り、 イ ンテ リ ジ ェ ン ト な結合モデルを推奨および実現し ます。Cisco IOS® ソ フ ト ウ ェ アが第

3 世代を迎え、 20 年以上の経験を積み重ねた今、 この方法はお客様に最大の価値を提供する

成熟し たアプローチです。

4. Cisco サービス統合型ルータについて

Cisco サービス統合型ルータ  ポー ト フ ォ リ オは、 シスコのお客様が特定の導入においてネ ッ

ト ワーク を 「適正サイズ化」 する こ と を可能にしつつ、 高度なサービス、 プ ラ ッ ト フ ォーム

密度、 ロー ド マ ッ プ、 コ ス ト 、 およびパフ ォーマンスに基づいてネ ッ ト ワーク進化の将来性

の保証と スケーリ ングを行う こ と を可能にする、 製品フ ァ ミ リ です。

さ まざまな成長要件を満たす複数の製品が用意された Cisco サービス統合型ルータは、 個別

のネ ッ ト ワーク導入を支援する選択肢、 柔軟性、 および機能を提供し ます。 Cisco IOS ソ フ

ト ウ ェ アは、 プ ラ ッ ト フ ォームの違いを超越する 「接着剤」 であり、 一貫し たユーザ エクス

ペ リ エンスを提供し ます。 この固定スロ ッ ト およびモジュ ラ構成で利用できるハイパフ ォー

マンス アーキテ クチャは、過度の劣化を伴わずに同時サービスを展開できるよ う に設計およ

び最適化されてお り、将来の成長に対応するために拡張されたデフ ォル ト  メ モ リ構成と最大

メ モ リ構成を提供し ます （図 5）。

図 5 Cisco サービス統合型ルータ  ポー ト フ ォ リ オ

Cisco 800 および Cisco ISR 1800 シ リーズ ルータは主に SMB および在宅勤務者用ですが、

モジュ ラ型の Cisco ISR 1 841、 2800、 および 3800 シ リーズ ルータは、 さ まざまな メ デ ィ

ア タ イプおよびアクセス プロ ト コルに対し て比類のない柔軟性を備え、 多様な LAN および

WAN イ ン ターフ ェ イス モジュールを提供し ます。 これらのモジュールはフ ィ ールド  ア ッ プ

グレー ド に対応し てお り、 お客様はブ ラ ンチ オフ ィ ス ネ ッ ト ワーク全体に影響を与える こ

と な く 、 ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イスを容易に変更する こ とができます。
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